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山梨県一般廃棄物団体協議会

山梨県アパレル工業組合

山梨県地質調査事業協同組合

研修生の皆さん

安全パトロールを行う組合員

ゴミ問題の啓蒙のためアンケートを実施

　
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合（
川

手
正
紀
理
事
長
）は
、平
成
16
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
『
外
国
人
研
修

生
共
同
受
入
事
業
』
の
第
４
期
生

の
受
け
入
れ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

第
４
期
生
と
な
る
今
回
は
、
中
国

江
蘇
省
南
通
市
か
ら
の
研
修
生
16

名
が
来
日
、
組
合
企
業
６
社
が
受

け
入
れ
企
業
と
な
り
研
修
を
行
う

こ
と
と
な
る
。

　
今
回
、11
月
６
日
に
中
小
企
業
団
体
中
央
会
研
修
室
で
行
わ
れ
た
開

講
式
で
は
、研
修
生
16
名
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
日
本
で
の
研
修
生
活
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
研
修
生
16
名
は
し
っ

か
り
と
し
た
日
本
語
で
自
己
紹
介
を
行
い
、ま
た
、研
修
生
を
代
表
し
て

呉
小
　
さ
ん
が「
一
日
も
早
く
日
本
の
縫
製
技
術
を
学
び
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
開
講
式
後
に
は
、（
財
）国
際
研
修
協
力
機
構
の
岡
本
浩
忠
氏
か
ら
受

け
入
れ
企
業
に
対
し
て
の
注
意
事
項
や
研
修
生
を
巡
る
諸
問
題
な
ど

の
説
明
会
も
行
わ
れ
、１
ヶ
月
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
座
学
研
修
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

　
研
修
生
は
日
常
生
活
や
技
術
研
修
に
必
要
な
日
本
語
会
話
の
習
得

を
中
心
に
、日
本
の
生
活
慣
習
、健
康
管
理
、日
本
の
法
律
や
安
全
な
ど

を
集
合
研
修
で
学
ん
だ
後
、組
合
員
企
業
で
縫
製
技
術
の
習
得
を
行
い
、

来
年
11
月
の
技
能
検
定
合
格
後
は
２
年
間
の
技
能
実
習
生
と
し
て
就

労
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
翌
日
、11
月
７
日
に
は
中
央
会
か
ら
も
金
丸
事
務
局
長
が
講
師
を
行

い
、第
１
部
で
は
①
日
本
の
経
済
状
況
と
中
小
企
業
に
つ
い
て
、第
２
部

で
は
〜
異
文
化
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
を
テ
ー
マ
に
、中
国
と
日
本

の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
研
修

生
と
の
質
疑
応
答
・
対
話
形
式

で
行
い
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
と
な
っ
た
。

　
な
お
､
今
回
４
期
生
を
迎
え

る
前
の
10
月
26
日
に
は
平
成
16

年
11
月
か
ら
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
た
第
１
期
生
の
修
了
式
が

行
わ
れ
た
。
川
手
理
事
長
よ
り

研
修
生
４
名
に
修
了
書
が
手
渡

さ
れ
、「
日
本
で
学
ん
だ
縫
製
技

術
や
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い

出
と
と
も
に
、
中
国
へ
帰
っ
て

も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励

の
言
葉
が
か
け
ら
れ
た
。

4期生に激励の言葉述べる
川手理事長

　
11
月
14
日
、山
梨
県
地

質
調
査
事
業
協
同
組
合（
萩

原
利
男
理
事
長
）は
山
梨

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

で
安
全
大
会
を
開
催
、組

合
員
企
業
か
ら
経
営
者

や
技
術
者
な
ど
60
人
あ

ま
り
が
出
席
し
た
。

　
安
全
大
会
で
は
、今
年

6
〜
9
月
に
か
け
て
組

合
員
の
工
事
現
場
四
ヶ

所
で
行
っ
た
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
の
結
果
報
告
が

行
わ
れ
、従
業
員
の
代
表

に
よ
る
「
安
全
の
誓
い
」

が
宣
言
さ
れ
た
。

　
こ
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
と
安
全
大
会
は
今
年
で
4
年
目
。組
合
員
同
士
が
お
互
い
の
工
事
現

場
を
巡
回
し
安
全
衛
生
に
つ
い
て
相
互
に
指
導
し
合
う
こ
と
で
組
合

全
体
の
安
全
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
あ
わ
せ
て
、
県
内
の
地
質
調
査
業
界
の
技
術
力
向
上
の
た

め
に
技
術
講
習
会
な
ど
も
毎
年
開
催
し
て
お
り
、本
年
度
は
9
月
12
日

に
は「
森
林
環
境
、地
滑
り
等
に
関
す
る
取
り
組
み
と
課
題
」を
テ
ー
マ

に
、開
催
さ
れ
た
。

　
萩
原
理
事
長
は
、「
地
質
調
査
業
界
は
ボ
ー
リ
ン
グ
技
術
だ
け
で
な

く
技
術
士
や
地
質
調
査
技
士
な
ど
の
専
門
の
技
術
や
資
格
も
必
要
と

な
っ
て
い
る
。組
合
員
企
業
の
専
門
資
格
者
を
増
や
し
技
術
力
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
で
、
県
外

の
大
手
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
に
流
れ
て

い
る
県
内
の
土
木
工

事
の
調
査
建
設
コ
ン

サ
ル
業
務
を
受
注
で

き
る
よ
う
な
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。�

“安

全
な
く
し
て
技
術
の

向
上
な
し
”
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
今

後
も
組
合
事
業
と
し

て
技
術
や
安
全
に
対

す
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
」と
語
っ
た
。

■ゴミに関するアンケートについて（全体）

有効回答 243 実施日 H19.11.11

①県民1人が1日平均、ごみをどのくらい出していると思
　いますか？

 Ａ.100g B.500g C.1000g D.2000g 
回答数 24 105 93 21 
比　率 9.9% 43.2% 38.3% 8.6% 

②ゴミ処理施設に持ち込まれるゴミの中で一番多いのは
　どれですか？

 Ａ.紙・布類 B.生ゴミ C.ビニール類
回答数 62 133 48   
比　率 25.5% 54.7% 19.8%

③ごみ収集車に感じていることは？

 Ａ.車両が汚い B.いやな臭いが C.清潔にしてあり  D.別に気になら
  する　　  好感がもてる ない  　　
回答数 18 83 39 103 
比　率 7.4% 34.2% 16.0% 42.4% 
 否定的意見合計 

101 41.6%
 肯定的意見合計 

142 58.4% （Ａ＋Ｂ）   （Ｃ＋Ｄ）

　
山
梨
県
一
般
廃
棄
物
団
体
協

議
会（
会
長
　
溝
口
耕
一
）は
、11

月
11
日
開
催
の
「
県
民
の
日
」
に

参
加
し
、ゴ
ミ
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
。
当
会
で
は
、
4

年
前
か
ら
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
お
り
今
回
が
4
回
目

の
実
施
と
な
る
。

　
約
２
５
０
人
を
対
象
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、県
民
１
人

当
た
り
の
ゴ
ミ
排
出
量
を
問
う

ク
イ
ズ
形
式
の
問
題
と
、廃
棄
物

収
集
運
搬
車
に
対
す
る
感
想
に

つ
い
て
の
設
問
が
あ
り
、
ゴ
ミ
問
題
に
対
す
る
啓
蒙
の
他
に
、
一
般
廃

棄
物
処
理
業
者
が
、県
民
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る

こ
と
も
目
的
と
さ
れ
た
。

　
問
１
の
県
民
１
人
あ
た
り
の
１
日
の
ご
み
排
出
量
に
つ
い
て
は
、１

キ
ロ
グ
ラ
ム
が
正
解
と
な
っ
て
お
り
、正
解
率
は
38
％
。し
か
し
、最
も

回
答
が
多
か
っ
た
の
が
5
0
0
ｇ
と
な
っ
て
お
り
、
予
想
以
上
に
ゴ
ミ

を
出
し
て
い
る
現
実
に
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
男
女
別

に
見
る
と
、家
事
を
行
う
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
女
性
の
回
答
率

が
高
く
な
っ
て
い
た
。

　
問
3
の
ご
み
収
集
車
に
対
す
る
感
想
と
し
て
は
、「
汚
い
」や「
異
臭
が

す
る
」な
ど
の
否
定
的
意
見
と「
清
潔
に
し
て
あ
る
」「
別
に
気
に
な
ら
な

い
」の
肯
定
的
意
見
の
比
率
が
4
‥
6
に
な
っ
て
お
り
、ゴ
ミ
収
集
車
の

評
判
は
概
ね
良
い
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
肯
定
的
意
見
の
大
部
分

が「
別
に
気
に
な
ら
な
い
」と
な
っ
て
お
り
、積
極
的
に
良
い
と
感
じ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
男
女
比
で
見
る
と
男
性
の
方
が
好
意
的

な
意
見
を
多
く
持
っ
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。

s（正解：C）

s（正解：A）

「安全の誓い」を受ける萩原理事長(左)


